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平成24年６月６日開催 議会改革特別委員会について（協議の概要） 

 

１ 日時 平成24年６月６日（水）開会：午前９時29分 閉会：午前11時 45分 

２ 場所 議会棟３号委員会室 

 

３ 出席者 

   委 員 長  篠原正寛（政新会） 

   副委員長  岩下彰（市民クラブ改革） 

   委 員  今村岳司（蒼士会） 

         大石伸雄（政新会） 

         西田いさお（むの会） 

         野口あけみ（日本共産党西宮市会議員団） 

         町田博喜（公明党議員団） 

         他に、地方自治法の規定に基づき、白井啓一議長が出席 

 

４ 欠席者 

  なし 

 

５ 傍聴議員 

  岸利之、たかはし倫恵、よつや薫 

 

６ 一般傍聴者 

  １名 

 

７ 説明員 

  （議会事務局） 

   議会事務局長  大野詔三 

   次 長  北林哲二 

   庶 務 課 長  原田順子 

   議事調査課長  村本和宏 

 

８ 協議事項について 

（１）役職者の報酬加算について 

前回の委員会（５月25日開催）に引き続き、役職者の報酬加算について協議しま

した。 
まず、委員長から所管事務懇談会をどのように開催するかイメージの説明があり

ました｡ 

協議を行った結果、次回の議会運営委員会（６月８日開催予定）で正副委員長の

職責に関する申し合わせを行うことが確認されました。また所管事務懇談会の実施

に当たっては、当局から、今少し時間をかけて意見調整をしていただきたい旨の意

見もあったことから、当局の懸念を払拭した上で協力いただくということも確認さ

れ、その実施時期は、明確には決められないが、次期定例会までに当局も納得した
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上での運営マニュアルを議会改革特別委員会で意見をいただいた上で、作成するこ

とを委員長から提案し、ご了承いただきました。なお、常任委員会・特別委員会の

各委員長が施策研究テーマを募集することや、テーマ選定に当たり当局と打合せを

行うことまで制約されるものではないことも確認されました。 
そして、役職者の職務及び選出方法の改善について、各委員の意見に変更がある

かどうかを確認しました。 
この件については、次期議会改革特別委員会に引き継ぐこととされました。 

 

（２）視察旅費について 

前回の委員会に引き続き、視察旅費について協議しました。 
視察の改善について、これまでの各委員の意見に変更があるかどうかを確認しま

した。 
この件については、次期議会改革特別委員会に引き継ぐこととされました。 

 

 （３）議会基本条例について 

前回の委員会に引き続き、議会基本条例の制定について協議しました｡ 

委員長から議会基本条例の基本構成の草案について説明がありました｡協議を行

った結果、次期議会改革特別委員会に、本日までの議論のまとめと議会基本条例を

協議する時間を毎回設定し、どのように協議するのかということを引き継ぐことに

なりました。 

 

 （４）災害発生時における議員及び議会対応マニュアルの検討について 

前回の委員会に引き続き、災害発生時における議員及び議会対応マニュアルの検

討について協議しました。 

まず、事務局から災害発生時の議会に対する市の考えと阪神・淡路大震災の議会

事務局の対応について説明がありました。協議を行った結果、本協議事項について

は、委員長が一度整理をした上で、協議を行うかどうかを次期議会改革特別委員会

に申し送ることとされました。 

 

 （５）その他 

事務局から、議会改革特別委員会から議会運営委員会に送致する以下の６項目に

ついて報告があり、これらを確認しました。 

   ① 委員会傍聴 

   ② 請願・陳情取扱要綱の改正 

   ③ 請願の意見表明機会の付与 試行実施 

   ④ 審査した請願及び陳情のホームページでの公開 

   ⑤ 陳情 本人確認書の様式 

   ⑥ 視察予算 

 

以 上 


